
 

 
  №２４ 平成 27 年 2 月 14 日(土) 発行 
矢掛高校の活動や地域の様子・ＥＳＤ 
等について発信していきます。 
岡山県立矢掛高等学校長 川上公一  

 

「夢をかたちに」 

      矢高生が母校のキャリア学習講師に 
 
２月１３日(金)、矢掛中学校１年生の進路学習で、

同校の卒業生である矢掛高校生２人が講師としてス

ピーチしてきました。「夢をかたちに」というテーマ

です。 
３年生の河上滉一は昨年の春休みに日本ユネスコ

協会連盟と三菱東京 UFJ 銀行が主催する「ESD 国

際交流プログラム」に参加し、ドイツ、フランスで

矢掛高校の取組について発表してきた生徒です。こ

のプログラムへの参加から自分の価値観が変わった

ことについて話してくれました。 
２年生の竹井まどかは昨年岡山で開催された

ESD 世界大会の高校生フォーラムに参加、議論した

のち、会議を代表し、フォーラムの成果を名古屋で

の閣僚級会合に持って行った生徒です。その際に皇太子妃雅子様にフォーラムでの様子を報告してきました。

ESD に関する活動にかかわるようになったきっかけや将来の夢、中学校での学びの大切さについて話してく

れました。 
中学１年生も先輩から大きなプレゼントを受け取ったことでしょう。中学校の先生方も「サッカー小僧」「お

っとりやさん」の 2 人の大きな成長に驚くやら感動するやらだったそうです。 
学年主任の弓削先生の企画でした。ありがとうございました。人前で話すことで意志がより明確になります。 

矢掛高校は教育の循環型社会を目指していきます。教職員・生徒の派遣要望がありましたらご連絡ください。 

 
河上滉一のプレゼンまとめ 


